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公立大学法人長岡造形大学 令和 7年度第 3回経営審議会議事概要 

 

1 日  時    令和 7年 12月 3日（水曜日） 

午後 3時 00分から午後 4時 35分まで 

 

2 場  所    新潟県長岡市千秋 4丁目 197番地 

長岡造形大学  第 2会議室 

 

3 出席者 

委員 佐々木 順 子（議長） 安 達 敏 幸     大 原 興 人 

高 野 真 規     高 橋 浩 二     原   和 彦 

平 山 育 男     広 川 和 義     丸 山 結 香   

監事 高 橋 賢 一 

 

4 議  案 

（審議事項） 

（1） 第 1号議案 公立大学法人長岡造形大学第 3期中期計画（素案）について 

事務局から、公立大学法人長岡造形大学第 3期中期計画（素案）について、資

料に基づき説明があり、全員異議無く可決した。 

 

なお、審議の過程において、各委員から以下のとおり意見、質問があった。 

・原委員から、大学の理念の実現に向けて重点強化すべき領域や、他大学との

差別化、予算との関係性について質問があり、平山委員から、教育の充実を

重要視しており、ディプロマポリシーに示す能力や地域との協働プロジェク

トを指標にし、学生支援のために今後も予算を確保していくとの回答があっ

た。また、安達委員からは、外部資金確保の強化と、承継資金への依存を避

け、持続可能な大学経営を進めていく旨を計画に盛り込んでいるとの回答が

あった。 

・丸山委員から、指標 20「長岡地域定住自立圏域内の就職者数」について、

地元就職の促進には産業界との連携強化や、学生の能力を企業に正しく伝え

る仕組みづくりが必要と意見があり、安達委員及び高橋委員から、長岡市や

産業界との連携を進めるとともに、大学としても積極的に企業へ働きかけて

いきたいとの回答があった。 

 

（2） 第 2号議案 令和 8年度公立大学法人長岡造形大学予算編成方針について 

事務局から、令和 8年度公立大学法人長岡造形大学予算編成方針について、資

料に基づき説明があり、全員異議無く可決した。 
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（3）第 3 号議案 専任教員の昇任及び大学院担当の選考について 

事務局から、専任教員の昇任及び大学院担当の選考について、資料に基づき

説明があり、全員異議無く可決した。 

 

（報告事項） 

事務局から、配付資料に基づき以下の項目について報告を行い、異議なく了承し

た。 

・令和 6年度業務実績に関する評価結果について 

・令和 8年度造形学部専任教員の採用予定者について 

・教員・学生の主な受賞について 

 

なお、「令和 6年度業務実績に関する評価結果について」において、大原委員か

ら、年度計画の廃止に伴う対応について質問があり、事務局から、地方独立行政

法人法の改正に伴い、中期計画に指標を定めることで年度計画及び年度評価が廃

止となるが、今後は年次で行う大学独自の自己点検・評価を報告書にまとめて、

長岡市公立大学法人評価委員会へ報告・確認を受ける形を想定しているとの回答

があった。 


